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少しだけ（私的な）歴史を 
 1950年代：計算機は、通信線を通し、入出力装置とデータをやり取りしていた。 

 1960年代：加速器実験などで、データ取得を制御する、DEC社のPDPシリーズが普及。 
  ＝＞大学院生時代の加速器実験（DECカードを使った、「オンライン」実験のはしり） 

 1960-70年代：PDPなどを使って、計算機をつなぎ、通信する試みがはじまる。 

1980年頃：DEC社が、自社のVAXをつなぐネットワークを世界規模で構築。 
1980年頃：Unixベースの計算機間でのメールやニュース配信のサービスが開始。 
1981年頃：ARPANETの技術をベースに、米国NSFが、国際ネットワーク、CSNETを開始。 
1981年頃：IBM社が、自社の計算機間で、メールやニュース配信サービスを開始。  
1983年：ARPANETから軍事部門が離れ、国際的に開かれた、Internetが始まる。 
1984年：村井純を中心に、インターネットのプロジェクト、JUNETが始まる。 
1986年：米国NSFが主導する、世界規模のインターネット網が広がり始める。 
1988年：村井純を中心に大学間インターネット（JAIN）と研究グループ（WIDE）が始まる。 
1989年：東大理学部を中心に、官公庁・大学の研究所をつなぐTISNが始まる。 
1991年：JNIC（JPNIC)が発足し、日本で、本格的なインターネット利用が始まる。 

一般利用者は、「ネットワーク」が、何らかの形で公開されないと、使えない。 

国際的に開かれたネットワークが必要（かなりの部分JPNICの歴史表を参照） 



1960年代の「オンライン」実験（私のPhD実験） 
中性K中間子の崩壊候補の事象をスパークチェンバーの写真で記録。 
デジタル情報はNIXIEチューブで表示し同じ写真に収めた。 



私の大学院生時代(1964-1968）の論理回路 

MITの電子技術者が立ち上げたベンチャー企業
（Digital Equipment Corp, DEC）が販売していた論
理カードが小型計算機（PDPシリーズ）へ発展した 

何十枚のDECカードの入出力は、シャーシ裏の

ワイヤータップで行われた。バグ発見ごとに、ワ
イヤを切ったり外していた。 

複数の論理回路（AND、OR、NAND等）が入った
カード（DECカード）の組合せで、事象を選択 

検出器の生データをDECカード群に入れ、事象を選択し、紙テープとフィルムで記録。 
 フィルムはスキャンしディジタル化後、IBM7094で、紙テープと合わせオフライン解析。 



1980年代前半：米国で地殻変動が始まった 

当時関わっていた若者は、米国主導のインターネットに反対するボスが、官公庁の委員
会を支配していることを知っていた。上からのお墨付きも、大きな公的資金も期待できない
中で、何とかしなければならなかった。ヨーロッパでも、似た事情があった。 
 KDDが持つ国際回線は、不特定多数の機関でシェアすることが「違法」であった。 
米国主導のTCP/IP規格への抵抗が強く、ISO規格のネットワークを広めようとしていた。 

インターネットが生まれ、普及して行くようすを、米国で見聞していた、研究者たちには、 
「人類の知的活動に大変動が起きつつある。日本が乗り遅れるわけに行かない」 
との思いを、共有していた。（多分、カリフォルニア大にいたソフトバンクの孫正義さんも） 

21世紀に入り、インターネット高速化も、ユビキタス利用への道筋も、見えている。その
中で、研究の重心が、斬新でユーザーを魅了するアプリの開発に移った。 
一次元的な指数（ユーザー数、通信パケット数など）で計れない、多次元空間で成長す
る時代に入なったと考える。 

私が主導した、東大国際理学ネットワーク（TISN）も、企業に機材の提供をお願いし、参加

機関に経費を分担してもらうことを前提で立ち上がった。初期資金を富士通に寄付を頂い
た。全員が「細かい規則は無視して、今やるべきことを推進しょう」との合言葉で、官庁の
課長レベルで「通信法規を無視すること」を了承してもらい、ネットワークを広めた。 



1994年6月のTISN 



TISNの国内トラッフィックの増加 



KDD小西和憲さんの有難い評価 



現在の問題：変幻し続ける多次元需要に対応できない社会 

最近のインターネットや無線通信（WiFi）技術の進歩 

この5-10年間 
 クラウド・コンピューティング：ローカルにCPUパワーが不要 
 タッチパネルデバイスの台頭：複雑な操作から直感的な操作へ 
 ソーシャル・ネットワークの広がり：フォーマルなメールから、街中の会話へ 
位置情報の利用：インターネットで世界を巡っても、食事や談笑はローカル 

この数年間 
文字・コード・画像の認識：障碍を克服できる可能性 
近距離通信（NFC、iBeacon、BluetoothLEなど）の普及：人の操作を最低限に抑える 
 
これからは、上のような技術を、多次元的に組み合わせるアプリを開発しなければならな
い。多様な発想ができ、多様な技術を応用できる、「グループ」が必要。 

短期的（1-2年）目標を共有し、数ヶ月で必要な人材を組織できる体制 
会社・大学・研究所単位の「組織枠」を越えることを許すか 
通信屋、情報屋、物理屋、ゲノム屋などの「学会枠」を越えた活動が評価されるか 
省、局の枠を越えて、「公的資金援助事業」が出せるか 

インターネット立上げ時（1989-1995年）には、WIDEもTISNも、これらの枠を「無視」した 



現在の問題：発想の源が極端に偏った社会 

大学の首都圏集中 

大学以上に首都圏に集中する研究開発現場 

それ以上に偏在するIT関係の研究開発現場 



大学生数の地域分布 

清成忠男（元法政大学総長）、カレッジマネッジメント160号（2010年1-2月号） 



日本：学生数分布と人口分布は比例していない 

御茶ノ水女子大昭和48年修士論文（大和田香代さん）から 

東京 
学生を見かけない都市 



米国：大学生分布と人口は、ほぼ比例している 

御茶ノ水女子大昭和48年修士論文（大和田香代さん）から 



ヨーロッパに見る大学の分布 
英国やフランスのように、人口や文化活動が首都に偏在している国がある。それ
らの国でも、大学や研究開発機関が、日本のように偏よっていない。 

イギリスの大学の分布 
フランスの大学の分布 

これ以外に、GrandesEcolesが200ほどある 



首都圏以外の大学は首都圏に人材を送り出す 
ー理工系学生と研究者・技術者の分布ー 

大学生を東京圏に取られた上に、各地域で教育した大学生も首都圏に取られてしまう 



皮肉な現実：首都圏の研究機関は学生不足 
ー理工系学生と研究者・技術者の比ー 

首都圏外では大学院生を指導できる人材不足＝首都圏では指導する大学院生不足 



IT関係では、さらに偏在 
首都圏10：関西圏1：中京圏0.5 

社団法人中小企業診断協会 島根支部の報告より 



有名大学に「楽に入れる」選択を勧める高校 

専門教育に必要な設備や人材が貧弱で、文系の学費で稼ぐ大学 

「専門職では出世できない」と「総合職を勧める」企業と官公庁 

専門家を40歳台で管理職ルートに転進させる企業 

専門知識を持たない指導者層が「流行語で決断する」日本 

日本：短期的な最適化を選ぶ 



企業は博士号取得者を避ける 

文部科学白書平成22年度版より 



専門知識は得にならないので、再教育を受けない日本 
大企業のエリート社員は、米国の大学に短期留学するが、それは専門知識の習得
でなく、「箔付け」でしかない。      巨額の寄付をして受け入れてもらっている 

25歳以上の大学生の割合 



ではどうすれ良いのか 

ドイツの例をモデルにする： 文部科学省と他省庁の研究機関を、統合的に考える 
 
1. 首都圏集中した国の研究機関（独立法人）を、10-20の中規模研究グループに分

割 
 

2. 複数省庁の研究グループをまとめた研究所を中核都市につくる 
 

3. その地域の大学と連携し、地域活性化の中核とする 
 

4. 大学生を指導できる研究者数が、大幅に増え、研究者も大学院生を指導できる 
 

5. 強化された地域大学が、地域産業の活性化させ、地域政策の立案に協力する 



日本：大学ベンチャーの行き詰まり 

IT関係から、バイオ関連へ遷移 
しかしトップダウンの資金注入や
掛け声だけで、持続できない 

官公庁の事業 
サイクル=5年 



米国大学の起業を分析することが大好き 

日本の場合 
提案する時：「官公庁の公募があるから、出してみよう」 
進行時：「安全に小さな成果を出し続けよう。来年度の予算も確保したいよね」 
資金提供官庁：「きっちりと成果を報告し出版してください。我々も宣伝します」 
 
 
米国の実態 
提案する時：「面白いから、可能な範囲で、実証実験をしてみよう」 
資金を確保：「出資者に会い、質問、批判、提案を受け何回もプレゼンを繰り返す」 
進行時：「経験を積み、人脈を築くことが重要。努力する姿を見てくれている」 
投資家：「誰が人脈を持ち、アイディアを育て、チームを作る力をもつか見極める」 
      「今回のアイディアが失敗しても、将来、誰かと組ませて、成功させたい」 
 

大学発ベンチャーは、事業立ち上げだけでなく、人材発掘するメカニズム 

うまく分析すれば、「魔法の杖」が見つかる：多くの学者、官僚、財界人が、各自
が信じる（妄信する）「魔法の杖」を提案し、事業を公募する。 



東大とスタンフォードの比較 

東大 スタンフォード大 

学部学生数 14013 6980 

大学院学生数 12559 8897 

教授会メンバー数 2423 2043（内医学系835） 

研究者数 1370（助教+助手） 約350名がシニア研究員 
ポストドク数は不詳 
 
研究系＋技術系＋事務系 
職員総数11128（病院を除く） 

特任期間限定 2556 

技術系職員数 590 

医療系職員数 1767 

事務職員数 1470 

専攻、学科数 95(医学以外) 43（医学系以外） 

研究所数 

専攻分野を細分化し、垣根を作り、他を排除し、分野を守る大学 



日本：大学に戻り専門知識を更新しない 
英国大学協会の資料から 



でも成功例はある：それらに学ぼう 

IT関係では： 
 まつもとひろゆきのRuby：優れたスクリプト言語で、1995年の公開以来、世界標準

の計算機言語となっている。David Heiemeier HanssonのRuby-on-Railsを生む。 
  まつもと氏が「東京嫌い」で、活動拠点を故郷、島根県に置いているため、島根県    
  が世界的な普及活動を支える努力をしている。 

村井純さんとWIDE：各地で自立的にプロジェクト進める、分散した知力をもつ。 
 GEANT4：加速器実験で、粒子と検出器の相互作用をシミュレートするために、開

発されたが、今では放射線医療現場や、X線利用現場では、必要不可欠なソフトと

なっている。日本では、福井大学、鳴門教育大学、広島工業大学などと、高エネ
ルギー加速器機構が貢献してきた。 

 

北海道での医療ネットワーク：辰巳治之さんの精力的な活動と、それを支える地域
の人脈 



Rubyと島根県 



GEANT4の例 
昨今、話題となった基礎科学の成果で、ノーベル賞に結びついたものに、欧州原
子核研究機構（CERN）での衝突型加速器（LHC）によるヒッグス粒子発見がありま

す。この実験の成功の裏には、日本の多数の研究者の貢献があるのが、必ずしも
注目されていない貢献の一つに、素粒子、原子核などが検出器を通過するときに、
どのような波形の信号をどのようなタイミングで出すかを、正確にシミュレートする
プログラムがある。これは20余年にわたり、開発、改良が繰り返され、いまでは加

速器実験だけでなく、放射線医学全般、人工衛星による宇宙観測、宇宙飛行士が
受ける放射線量の評価などに広まっている。 

1980年代には、FORTRANで書かれた、GEANT3と呼ばれるプログラムが、世界中
で使われていました。オブジェクト指向プログラム言語が広まってきた1990年代

に、日本の研究者は、コードをオブジェクト指向に書き換えることを提案しました。
CERNにも、同じような動きがあったため、協議の結果、共同プロジェクト、Geant4
として進めることになりました。 

1998年末にはプロジェクトは完了し、いろいろなテストを経て、世界のユーザー

に提供されるようになりました。しかし、いろいろ、細かいバグが残っていて、多く
の研究者の信頼を得るまでには、5年近くかかったと思います。 



GEANT4：中核国立研究所と大学の協調 

国際協力事業を始める場合、欧米では、参加大学や研究所は、資金や責任の
分担を取り決めた、MoU（Memorandum of Understanding、覚書)やMoA
（ Memorandum of Agreement、同意書）を結びます。 日本の国公立機関では、
予算が単年度ベースであることと、担当者の配置転換が2-3年で起きるため、
MoUやMoAに署名することを嫌がります。GEANT4の場合、高エネルギー加速
器機構（KEK）が代表として署名することで、問題を解決しました。 

GEANT4の改良、普及とサポートには、日本の小規模大学（福井大学、広島修道

大学、徳島大学など）が、大きく貢献してきました。それらの大学を束ねる役目を
KEKが果たしてきたことも、重要です。私は、多くのIT関係の国際計画や事業は、
この成功例に学ぶべきだと考えます。すなわち： 
熱意ある大学の研究者を、中核国立研究機関が、サポートする体制 
官公庁や中核国立機関は、独自の成果だけを追及するのでなく、多くの優れ

た人材が、世界の舞台で活躍できるように支援する義務ももっている 



北海道に発達する総合的医療インターネット 

辰巳治之札幌医科大教授 
大阪大学医学部助手時代に、医療
現場でのインターネット活用を推進
する中心となる。札幌医科大学に
移ってから、北海道のあらゆる人的、
社会的資源を活用し、医療現場の
連携を推進 

活動の一例：離島に住む妊婦のリモート健診 



社会の歪みを反映しているIT部門：改革の先兵となれる 

日本の科学技術社会を少しずつ改造しよう： 
首都圏への集中：江戸時代に蓄積された地域社会の資産を食い尽くしつつある 
 
新参者、IT部門、が入り込みづらいかった社会： 
隙間で成長してきた歴史：IT関係は、研究室間た分野間の交流が少ない 
ボスの出身母体が多様：多くの学会に細分化され、交流が少ない 
 
愚痴っていないで、日本の科学技術社会改革の先兵となろう 
 「理系」「文系」「医学系」「芸術系」の仕分けを越えるのが、情報科学や情報技術 
国際的に繋がっていることが、当たり前：英語で講義し、英語で論文を書こう 
中核研究所は、各地の大学に根を張ろう：多様な発想、大胆な試みは、地域から 
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